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緑いきづく火の神の里～豊かな自然と笑顔あふれる国際環境観光都市を目指して～

Photo：阿蘇中岳火口付近の調査（撮影：京都大学／写真提供：阿蘇火山防災会議協議会）

阿蘇中岳 36 年ぶりの爆発的噴火
NewsTopic / Cover

阿蘇市の決算状況
平成 27 年度決算報告



22016.11 広報あそ 

今月号の表紙

3 広報あそ 2016.11

　10月 8日深夜、阿蘇中
岳が 36 年ぶりに爆発的
噴火を起こしました。
　阿蘇市や近隣町村、関
係団体などで組織する阿
蘇火山防災会議協議会は
10 月 12 日、火口付近の
状況確認のため噴火後初
めて立入りました（写真）。
火口一帯は大量の火山灰
で覆われており（深いと
ころで 30～ 40㌢）、人身
大の噴石も多数飛散して
いました。（4～ 5㌻に噴
火関連情報掲載）

平成 28 年 11 月号
public relations magazine　No.142

今月の主な内容・CONTENTS

20 市役所からのお知らせ

▷阿蘇市長選挙の日程が決まりました　
▷ことしの年末調整からマイナンバーが必要になります　
▷平成 28 年熊本地震被害対策資金のご案内　
▷熊本県最低賃金が改定されました
▷ 12 月１日は「世界エイズデー」です　
▷納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です
▷秋の全国火災予防運動（11 月 9 日～ 15 日）　
▷保育園非常勤職員（保育士）募集
▷一の宮町土地改良区職員採用試験
▷ひきこもり出張相談会
▷経営革新セミナー
▷不思議な世界を体験！錯覚美術館　
▷阿蘇駅・内牧温泉から大観峰を結ぶ「大観峰ライナー」登場！
▷毎月 26 日は風呂の日「お風呂の無料開放デー」
▷阿蘇の未知を考える女性の会 10 周年記念講演会
▷子どもたち集まれ！つくる！遊べる！プログラミング体験教室！
▷阿蘇の畜産農家の若者たちとのバーベキュー交流会

市役所からのお知らせ

●�狂犬病予防注射と犬の登録を忘れずに！！ [P20・21]
● 11 月は児童虐待防止月間です [P21]

22 暮らしの情報

図書館へ行こう！
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27
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25
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夢を追いかけて

遠 藤 廉 士

　４月の熊本地震で、毎日とても怖くて不安でした。
　そんなとき、全国・世界からの支援、ボランティアを
知りとてもうれしかったです。自衛隊員の方が来て、

「大丈夫ですか。何か必要な物がありますか。」とたず
ねてきたとき、とてもたのもしくほっとしました。
　ぼくも人を安心させられる、たよりになるそんな仕
事をしたいです。

ASO 田園空間博物館通信 No.68

30

32

荒ぶる火山、噴石の雨降り注ぐ
阿蘇中岳 36年ぶりの爆発的噴火
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阿蘇市の決算状況平成 27 年度決算報告10

保育園・認定こども園 入園手続きのご案内
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荒
ぶ
る
火
山
、噴
石
の
雨
降
り
注
ぐ

阿
蘇
中
岳
36
年
ぶ
り
の
爆
発
的
噴
火

NewsTopic

(NHK ニュースから／ NHK 熊本放送局提供 )

気象庁にお話を伺いました噴火後の経過

―市民の皆さまへお知らせとお願い―

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
３
に
な
り
ま
し
た

　

 

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
、火
山
活
動
の
状
況
に
応
じ
て
、防
災
機

関
や
住
民
な
ど
の「
と
る
べ
き
防
災
対
応
」を
５
段
階
に
区
別

し
て
、気
象
庁
が
発
表
す
る
指
標
で
す
。

　

 

今
回
の
噴
火
を
受
け
、阿
蘇
中
岳
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
３

（
入
山
規
制
）に
な
り
ま
し
た
。

[

レ
ベ
ル
３（
入
山
規
制
）]　

　

�

居
住
地
域
の
近
く
ま
で
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
噴
火
が
発

生
、あ
る
い
は
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

※
レ
ベ
ル
３
へ
の
引
き
上
げ
は
昨
年
９
月
以
来
と
な
り
ま
す
。

火
山
灰
の
健
康
被
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽ 

降
灰
が
ひ
ど
い
と
き
は
、で
き
る
だ
け
外
出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

▽ 

外
出
す
る
際
は
、必
ず
マ
ス
ク
な
ど
を
使
用
し
、灰
を
で
き
る

だ
け
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
外
出
後
は
、で
き
る
だ
け
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、灰
に
よ
る
目

の
刺
激
が
あ
る
こ
と
か
ら
、な
る
べ
く
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

▽ 

皮
膚
へ
の
刺
激
を
避
け
る
た
め
、洋
服
は
長
袖
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

▽ 

呼
吸
器
系
の
症
状
が
悪
化
す
る
よ
う
な
場
合
は
、医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

火
山
灰
の
処
理

　

 

ご
自
宅
な
ど
に
堆
積
し
た
火
山
灰
の
仮
置
場
を
市
役
所
本
庁

及
び
各
支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、各
行
政
区
に
よ
っ

て
は
各
所
に
仮
置
場
を
設
置
し
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
区
長
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

降
灰
清
掃
用
ス
イ
ー
パ
ー
を
貸
し
出
し
ま
す

　

 

各
行
政
区
域
内
の
降
灰
除
去
を
目
的
に
、区
長
を
対
象
に
手

押
し
式
ス
イ
ー
パ
ー
を
貸
し
出
し
ま
す
。申
し
込
み
は
市
役

所
総
務
課
防
災
対
策
室（
☎
２
２
‐
３
１
１
１
）ま
で
。 「広報いちのみや」に掲載された、

昭和 54 年９月の阿蘇中岳噴火関
連記事。翌年１月に爆発的噴火。

10 月 7日 (金 )
午後 9 時 52 分　�「噴火」発生
　　　　　　　　（5月 1日以来 159 日ぶり）　

10 月 8日 (土 )
午前 1 時 46 分　�「爆発的噴火」（マグマ水蒸気噴火）
　　　　　　　　（昭和 55年 1月 26日以来 36年ぶり）

午前 1 時 55 分　噴火警戒レベルを２から３に引き上げ

午前 3 時 00 分　避難所開設（市内 12カ所）

午前 3 時 25 分　第 1回災害対策本部会議（以後、順次開催）

午前 8 時 30 分　�阿蘇火山防災会議協議会現地災害対
策連絡本部会議

午後 5 時 00 分　市役所本庁・各支所に降灰仮置場設置

午後 5 時 56 分　停電（阿蘇市内ほぼ全域⇒翌1:30完全復旧）

10 月 9日 (日 )
午前 7 時 00 分　県道阿蘇吉田線の自主規制を解除
　　　　　　　　（草千里まで開通）

午前 8 時 00 分　全ての避難所を閉鎖
　　　　　　　　（最大避難者数 23人 [8 日 22:30]）

午前 10 時 00 分　蒲島熊本県知事訪問

午後 1 時 00 分　阿蘇山上広場一帯の現地確認（気象庁・防災協）

（10月 9日までの動き）

国立阿蘇青少年交流の家付
近に放牧された牛の背中は
灰に覆われた。

気象庁 福岡管区気象台
阿蘇山火山防災連絡事務所

所長　下川雅章さん

※�その他、今回の噴火に関する情報は阿蘇市ホーム
ページ『阿蘇中岳警戒情報』をご覧ください。

　

今
回
の
噴
火
の
前
兆
と
し
て
、

10
月
４
日
頃
か
ら
火
山
性
微
動

の
振
幅
が
大
き
く
な
り
、９
月
下

旬
頃
か
ら
火
山
ガ
ス
の
増
加
も
観

測
、噴
火
前
日
の
７
日
に
は
、１
万

ト
ン
を
超
え
る
な
ど
、こ
れ
ま
で

に
な
い
数
値
を
観
測
し
て
お
り
、

そ
の
精
査
結
果
を
な
る
べ
く
早
く

公
表
す
る
準
備
を
し
て
い
た
矢
先

に
噴
火
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

噴
火
の
種
類
と
し
て
は
、火
山

灰
な
ど
の
噴
出
物
を
専
門
機
関

に
解
析
を
依
頼
し
た
結
果
、噴
出

物
の
大
部
分
は
古
い
も
の
で
し
た

が
、１
割
程
度
は
新
し
い
物
質
も

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
マ
グ

マ
水
蒸
気
噴
火
」の
可
能
性
が
あ

る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

噴
火
後
の
火
山
性
微
動
の
振
幅

は
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、二

酸
化
硫
黄
の
放
出
量
は
１
０
０
０

㌧
（
１
日
あ
た
り
）を
超
え
て
お

り
、再
び
同
程
度
の
噴
火
が
発
生

す
る
可
能
性
も
あ
り
、厳
重
に
監

視
を
し
て
い
ま
す
。火
口
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
で
も
降
灰
や
小
さ
な

噴
石
が
飛
散
す
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、屋
内
に
避
難
す
る
な
ど
注

意
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、気
象
庁
で
は
、今
回
の
噴

火
で
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
精
査
し
、今
後
の
火
口
周
辺

警
報（
レ
ベ
ル
判
定
）の
基
準
見
直

し
な
ど
も
含
め
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

10 月 12 日、火口付近
の状況確認時に撮影さ
れた火口の様子。

　

阿
蘇
中
岳
で
10
月
８
日
深
夜
、爆
発

的
噴
火
が
発
生
し
ま
し
た
。今
回
の
噴

火
は
昭
和
55
年
１
月
以
来
の
大
規
模

な
噴
火
で
、噴
煙
は
観
測
史
上
最
高
の

１
万
１
０
０
０
㍍
の
高
さ
に
達
し
、一

の
宮
地
区
や
波
野
地
区
を
中
心
に
４
県

17
市
町
村
、遠
く
は
香
川
県
で
も
降
灰

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
象
庁
は
８
日
１
時
55
分
に
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
を
２（
火
口
周
辺
規
制
）か
ら

３（
入
山
規
制
）に
引
き
上
げ
、火
口
か

ら
お
お
む
ね
２
㌔
の
範
囲
で
大
き
な
噴

石
や
火
砕
流
に
警
戒
し
、火
口
周
辺
な

ど
風
下
側
で
の
火
山
灰
や
噴
石
、火
山

ガ
ス
に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

噴
火
直
後
に
一
の
宮
地
区
な
ど
で

は
、２
～
３
㌢
の
火
山
礫れ

き

が
火
山
灰
と

と
も
に
次
々
に
飛
散
。火
口
か
ら
比
較

的
近
い
住
宅
地
で
は
、車
の
ガ
ラ
ス
が

割
れ
た
り
、車
庫

や
屋
根
板
な
ど

が
破
損
す
る
な

ど
し
て
、広
範
囲

に
被
害
が
及
び

ま
し
た
。
ま
た
、

ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
ハ
ウ
ス
に
穴

が
開
く
な
ど
の
施
設
被
害
や
、波
野
地

区
の
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
、農
畜
産
物
の
被

害
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

一
方
、観
光
面
で
は
、噴
火
か
ら
12

日
ま
で
に
、宿
泊
客
約
１
３
０
０
人
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
り
、ま
た
、９
月
16
日

に
規
制
が
解
除
さ
れ
た
県
道
阿
蘇
吉
田

線
は
、入
山
規
制
に
よ
り
阿
蘇
山
上
広

場
付
近
へ
の
立
ち
入
り
を
規
制
し
、草

千
里
駐
車
場
付
近
か
ら（
火
口
か
ら
２
・

８
㌔
）通
行
止
め
と
し
ま
し
た
。

　

生
活
面
で
は
８
日
に
、送
電
施
設
の

不
具
合
に
よ
り
、阿
蘇
市
内
の
ほ
ぼ
全

域
で
大
規
模
な
停
電
が
発
生
、停
電
解

消
に
６
時
間
以
上
か
か
る
な
ど
、影
響

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
や
業
者
ら
は
、大
量
に
降
っ
た

火
山
灰
の
除
去
作
業
に
追
わ
れ
、市
役

所
に
は
次
々
と
火
山
灰
が
運
び
込
ま

れ
、瞬
く
間
に
火
山
灰
の
入
っ
た
袋
が

積
み
上
が
り
ま
し
た
。

　

気
象
庁
は
、今
後
も
同
程
度
の
噴
火

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
お

り
、市
で
は
、最
大
限
の
警
戒
態
勢
で
噴

火
に
備
え
る
と
と
も
に
、一
刻
も
早
い

安
定
的
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
べ
く
、

対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❶
中
岳
火
口
へ
向
か
う
阿
蘇
山
公
園
道
路（
有
料
道

路
）の
噴
火
後
の
状
況　

❷
市
道
仙
酔
峡
線
に
落
下

し
た
火
山
岩
塊　

❸
８
日
早
朝
の
Ｊ
Ｒ
宮
地
駅
前
。

降
灰
で
道
路
標
示
が
見
え
づ
ら
い
箇
所
が
多
数
あ

り
、通
行
に
支
障
を
き
た
し
た
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阿蘇市の決算状況
平成２7年度一般会計及び特別会計・企業会計の決算が、
市議会9月定例会で承認されました。
皆さまから納めていただいたお金や国・県から交付された
お金がどのように使われたのかをお知らせします。

平成 27 年度決算報告
　
成
27
度
の
一
般
会
計

決
算
額
は
、歳
入
が
前

年
度
よ
り
12
億
７
２
０
２
万

円
増
の
２
０
２
億
65
万
円
、

歳
出
が
14
億
６
８
６
９
万
円

増
の
１
９
３
億
６
８
７
２
万

円
と
な
り
、歳
入
歳
出
差
引

額
は
８
億
３
１
９
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

決
算
額
増
加
の
主
な
要
因

は
平
成
26
年
度
か
ら
の
継
続

事
業
で
あ
る
一
の
宮
中
校
区

統
合
小
学
校
整
備
事
業
の
増

加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、平
成
27
年
度
の
主
な

事
業
は
、12
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の

暮
ら
し
を
よ
り
一
層
豊
か
に

す
る
た
め
、効
率
的
か
つ
効

果
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま

す
。 平

地方交付税　31.8％

国県支出金　24.2％
市税　14.1％

市債　12.3％

財産収入等　5.9％

繰越金　5.1％

使用料等　2.5％

1

2
3

4

5

地方譲与税・各種交付金　4.1％

6

7
8

一般会計 歳入総額 202 億 65 万円（対前年比 +6.3%)

❶地方交付税 64億1498万円 （31.8％） どの地域に住む住民にも一定の水準の行政サービスを提供でき
るよう国から交付されるお金

❷国県支出金 48億8973万円 （24.2％） 特定の事業を行うために国県から交付されるお金

❸市税 28億5746万円 （14.1％） 市民の皆さまから納めていただいた税金

❹市債 24億9460万円 （12.3％） 特定の事業を行うために市が借り入れたお金

❺財産収入等 11億8641万円（　5.9％） 財産収入のほか、寄附金、繰入金、諸収入

❻繰越金 10億2861万円（　5.1％） 前年から繰り越したお金

❼地方譲与税・
　各種交付金 8億2164万円（　4.1％） 国税や県税として徴収したものを、国や県が一定の基準により、

市に対して譲与・交付するお金

❽使用料等 5億　722万円（　2.5％） 使用料のほか手数料、分担金及び負担金

193 億 6872 万円（対前年比 +7.6%)一般会計 歳出総額

民生費　27.6％
1

教育費　20.5％
2

農林水産業費　9.9％
23

総務費　9.8％
4

衛生費　9.1％
5

土木費　7.8％
6

公債費　7.6％
7

商工費　3.2％
8

消防費　2.8％
9 災害復旧費　0.9％

10

議会費　0.8％
11

自主財源と
依存財源の割合

自主財源　　市が独自に調達できるお金　55億7970万円

国や県などから市に入ってくるお金　146億2095万円　　依存財源

72.4％27.6％

問い合わせ
市役所財政課
財政係

☎22-3204

❶民生費 53億4667万円 （27.6％） 福祉のために使われるお金

❷教育費 39億7072万円 （20.5％） 教育のために使われるお金

❸農林水産業費 19億1080万円（　9.9％） 農林畜産業の振興のために使われるお金

❹総務費 19億　771万円（　9.8％） 庁舎の維持管理や交通、統計、選挙、徴税などのために使われるお金

❺衛生費 17億6734万円（　9.1％） ごみ処理や健康づくりなどのために使われるお金

❻土木費 15億1893万円（　7.8％） 道路や橋、河川、公営住宅などの整備のために使われるお金

❼公債費 14億6920万円（　7.6％） 市の借金を返済するために使われるお金

❽商工費 6億1475万円（　3.2％） 商工、観光の振興のために使われるお金

❾消防費 5億4568万円（　2.8％） 消防活動や防災対策のために使われるお金

　災害復旧費 1億6492万円（　0.9％） 災害復旧のために使われるお金

　議会費 1億5200万円（　0.8％） 議会運営のためのお金

10

11

歳入
出歳

自

自

自

自

依

依

依

依

自

依
＝自主財源
＝依存財源
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平成27年度に
実施した主な事業

民生費
●障害者自立支援給付事業
●児童・育児手当給付事業
●乳幼児・児童生徒医療費助成事業
●保育所等緊急整備事業
●仮設住宅等改修事業
●生活保護事業

教育費
●一の宮中校区統合小学校建設事業
●一の宮中学校耐震改修等事業
●電子黒板・電子教科書導入事業
●阿蘇中・一の宮中学校武道場天井落下防止事業
●阿蘇体育館太陽光パネル設置等事業
●阿蘇給食センター改修事業

農林水産業費
●くまもと稼げる園芸産地育成対策事業
●生産総合事業（強い農業づくり交付金）
●阿蘇火山防災園芸対策事業
●多面的機能支払交付金事業
●広域農道（幹線道路）整備事業
●中山間地域等直接支払交付金事業
●緑の産業再生プロジェクト促進事業
●単県林道治山事業

総務費
●マイナンバー制度導入事業
●社会保障・税番号制度システム改修事業
●公共施設等総合管理計画策定事業
●地域公共交通対策事業
●国勢調査事業
●光ネットワーク事業

衛生費
●合併処理浄化槽設置整備事業補助金
●環境共生基金事業
●予防接種・各種健診事業
●塵芥収集運搬委託事業
●阿蘇広域行政事務組合負担金
（RDF・し尿処理等）

土木費
●市道新設改良事業
●幹線道路（支線）整備事業
●橋梁維持改修事業
●河川維持改修事業
●公営住宅ストック改善事業

商工費
●プレミアム商品券発行事業
●商店街活性化・景観整備事業
●地方創生先行型事業
●地域振興イベント補助事業
●健康づくりの郷推進事業
（大阿蘇元気ウォーク）

消防費
●消防積載車等更新事業
●消防施設等整備事業
●���阿蘇広域行政事務組合負担金（常備消防費）

災害復旧費
●公共土木・農林水産業施設災害復旧事業
●社会教育施設災害復旧事業

一般会計

特 別 会 計 市が特定の事業を行う時に経理を明確にするための一般会計と区別した会計です。

会計名 歳入額 歳出額 差引額
阿蘇山観光事業 6862 万円 6862 万円 0 万円
下水道事業 6 億 8941 万円 6 億 6972 万円 1969 万円
国民健康保険事業 45 億 6549 万円 44 億 3557 万円 1 億 2992 万円
介護保険事業 31 億 8396 万円 30 億 3006 万円 1 億 5390 万円
後期高齢者医療事業 3 億 8900 万円 3 億 8164 万円 736 万円
坂梨財産区 1647 万円 606 万円 1041 万円
古城財産区 2266 万円 1846 万円 420 万円
中通財産区 2408 万円 1580 万円 828 万円
宮地財産区 3 万円 1 万円 2 万円

企 業 会 計 市が経営する企業の会計です。

会計名 歳入額 歳出額 差引額

水道事業

収益的収入額（税抜） 収益的支出額（税抜） 収益的収支（税抜）
4 億 8339 万円 4 億 2517 万円 5822 万円

資本的収入額（税込） 資本的支出額（税込） 資本的収支（税込）
1 億 8654 万円 5 億 6427 万円 ▲ 3 億 7773 万円

病院事業

収益的収入額（税抜） 収益的支出額（税抜） 収益的収支（税抜）
20 億 3022 万円 22 億 1705 万円 ▲ 1 億 8683 万円

資本的収入額（税込） 資本的支出額（税込） 資本的収支（税込）
1406 万円 6759 万円 ▲ 5353 万円

阿蘇市財政の健全化判断比率などをお知らせします
平成 27 年度決算に基づく阿蘇市の健全化判断比率及び資金不足比率は、
以下のとおりいずれの指標も国の基準内であり、今後も引き続き財政の健全化に取り組みます。
▶健全化判断比率とは
　地方公共団体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を４つの指標で判断するものです。
▶資金不足比率とは
　 公立病院や下水道などの公営企業の資金不足を、事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度

合いを示すものです。

●健全化判断比率

指標名 阿蘇市 早期
健全化基準

財政
再生基準

①実質赤字比率 － 13.37% 20.00%

②連結実質赤字比率 － 18.37% 30.00%

③実質公債費比率   7.9%   25.0%   35.0%

④将来負担比率 102.4% 350.0% －

会計名 阿蘇市 経営
健全化基準

水道事業 －

20.0%病院事業 －

下水道事業 －

●資金不足比率

※①、②は赤字額がないため「－」表示としています。 ※資金不足が生じてないため「－」表示としています。

黄信号 赤信号 黄信号

平成 27 年度決算報告 特別会計と企業会計

ことし 4月に開校した一の宮小学校の校舎
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広
告

広
告

平成29年度

入園の手続きにマイナンバーが必要になります

市では、各種事務で個人情報を効率的に検索、管理するためにマイナンバーを
利用します。入園の手続きにおいても、個人番号カードによる番号と身元の確
認を行います。個人番号カードをお持ちでない場合は、通知カードと運転免許
証など複数の提示を求める場合があります。詳しくは、福祉課にお問い合わせ
ください。

●
申
込
受
付
期
間

　

11
月
１
日（
火
）
～
12
月
２
日（
金
）

※�

年
度
途
中
で
の
入
園
を
希
望
す
る
方
も
こ
の
期
間
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
園
基
準

　

�

入
園
で
き
る
児
童
は
、条
例
に
基
づ
き
、次
の
保
育
を
必

要
と
す
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家
庭
の
児
童

で
す
。保
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
状
況
を
考
慮
し
た

う
え
で
優
先
度
の
高
い
児
童
か
ら
選
考
し
ま
す
。

[

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由]

●
提
出
書
類

　

�「
支
給
認
定
申
請
書
」な
ど
の
提
出
書
類
は
、市
役
所
福
祉

課
、各
支
所
及
び
各
園
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
阿
蘇
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）家

庭
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先　

�

　

希
望
す
る
各
園
、市
役
所
福
祉
課
、各
支
所
の
い
ず
れ
か

※�

提
出
後
、家
庭
の
状
況
や
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、速
や
か
に
変
更
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●�

入
園
決
定　

　

�

入
園
の
決
定
及
び
支
給
認
定
結
果
は
、平
成
29
年
２
月

中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ご
希
望
の
園
に
希
望
者
が
多

く
、定
員
を
超
え
る
場
合
は
、他
の
園
に
入
園
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

決
定
通
知
書
が
届
く
ま
で
は
、入
園
可
否
の
お
問
い
合

わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間　

11
月
１
日（
火
）
～

●
対
象
児　

　

平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
満
３
歳
以
上
の
児
童

●
提
出
書
類

　

�

各
園
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。各
園
指
定
の
申
込
用
紙

の
ほ
か
、支
給
認
定
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
提
出
先　

希
望
す
る
各
園

●�

入
園
決
定　

　

�

各
園
の
選
考
方
法
に
基
づ
き
、内
定
及
び
決
定
さ
れ
ま

す
。な
お
、利
用
の
際
は
支
給
認
定
証
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園�（
保
育
部
分
）

①
就
労

保
護
者
が
就
労
し
て
お
り
同
居

親
族
も
保
育
で
き
な
い
。

②
母
親
の
妊
娠
・
出
産

保
護
者
が
出
産
前
後
で
あ
る
。

③
保
護
者
の
病
気
・

障
が
い
等

保
護
者
が
病
気
、負
傷
、心
身
に

障
が
い
が
あ
る
。

④
同
居
家
族
の
介
護
・

看
護

同
居
し
て
い
る
親
族
を
常
時
介

護
・
看
病
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
家
庭
の
災
害
復
旧

災
害
に
あ
っ
て
復
旧
活
動
を
し

て
い
る
。

⑥
求
職
活
動

日
中
、求
職
活
動
や
起
業
活
動

を
し
て
い
る
。

⑦
就
学
・
技
能
取
得

保
護
者
が
就
労
に
つ
な
が
る
就

学
を
し
て
い
る
。

⑧
そ
の
他

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

な
ど
、保
育
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
。

認
定
こ
ど
も
園�（
教
育
部
分
）

施設名 電話 定員
保育園
一の宮地区
古城保育園 ☎ 22-0380 55 人

坂梨保育園 ☎ 22-0435 55 人

宮地保育園 ☎ 22-2444 100 人

りんどう保育園 ☎ 22-4539 100 人

波野地区
波野保育園 ☎ 24-2800 45 人

阿蘇地区
内牧保育園 ☎ 32-0354 130 人

乙姫保育園 ☎ 32-0315 30 人

熊本ＹＭＣＡ赤水保育園 ☎ 35-0024 90 人

熊本ＹＭＣＡ尾ヶ石保育園 ☎ 32-0213 40 人

熊本ＹＭＣＡ永草保育園 ☎ 32-0810 30 人

山田保育園 ☎ 32-0794 45 人

認定こども園
一の宮地区
あそひかり幼稚園 ☎ 22-0089 55 人

阿蘇地区
阿蘇中央幼稚園 ☎ 32-3643 130 人

熊本ＹＭＣＡ黒川保育園 ☎ 34-0402 120 人

● 保育園・認定こども園一覧

○�入園手続きや保育料などについて詳しくは、阿
蘇市ホームページをご覧いただくか、福祉課に
お問い合わせください。在園児の継続利用の手
続きについては、各園を通じて別途お知らせし
ます。

○定員は、平成２９年４月の予定数です。

○�古城保育園は、平成２９年４月から認定こども
園に移行予定です。

保育園・認定こども園
入園手続きのご案内

●市役所福祉課�子育て支援係　☎ 22-3167
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まちの話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せくださいまちの話題 CityTopics

　
元
ザ・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
ギ
タ
リ

ス
ト
、ノ
ー
キ
ー・エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
に

よ
る
地
震
復
興
応
援
ラ
イ
ブ
が
９
月

17
日
、市
内
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、約

４
５
０
人
が
熱
狂
し
ま
し
た
。

　
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
は
、エ
レ
キ
ギ
タ

ー
を
日
本
に
広
め
た
第
一
人
者
と
し

て
知
ら
れ
、今
回
、最
後
の
日
本
ツ
ア

ー
と
し
て
来
日
中
に
、過
去
に
阿
蘇

に
来
訪
し
た
際
の
縁
で
、「
被
災
者
に

元
気
を
」と
の
本
人
の
意
向
に
よ
り

ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
は
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
フ
ァ
ン
が
集
い
、馴
染
み
の
あ
る

楽
曲
を
披
露
。往
年
の
ギ
タ
ー
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
健
在
で
、会
場
は
歓
喜
の

渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

エレキギターが阿蘇に響く
元ザ・ベンチャーズのギタリストが来熊

わ だ い

　
第
25
回
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

10
月
１
日・
２
日
、道
の
駅
波
野「
神

楽
苑
」で
開
か
れ
、中
江・
横
堀
両
保

存
会
の
ほ
か
大
分
県
や
島
根
県
の
神

楽
団
体
が
復
興
の
思
い
を
込
め
て
舞

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
開
催
前
日
ま
で
の
雨
の
影
響
で
、

イ
ベ
ン
ト
デ
ッ
キ
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、両
日
合
わ
せ
て
約

１
８
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し

た
。

　
初
日
、中
江
岩
戸
神
楽
保
存
会
は

保う
け
も
ち
の
か
み

食
神
が
持
つ
穀
物
の
種
を
水
田
な

ど
に
蒔
く
様
子
を
表
し
た『
五
穀
舞
』

を
披
露
、舞
の
途
中
に
餅
を
振
る
舞

い
、会
場
は
大
い
に
賑
い
ま
し
た
。

勇壮な神楽の舞に歓声
第 25 回神楽フェスティバル

わ だ い

「五穀舞」での餅の振る舞いの様子

　
熊
本
地
震
に
よ
る
道
路
崩
壊
な
ど

の
影
響
で
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た

阿
蘇
登
山
道
路（
県
道
１
１
１
号
）の

一
部
が
９
月
16
日
に
解
除
さ
れ
、草

千
里
や
阿
蘇
山
上
広
場
に
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。※

　
草
千
里
前
の
駐
車
場
で
は
、開
通

を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
、観

光
団
体
な
ど
関
係
者
が
観
光
客
を
も

て
な
そ
う
と
、市
内
施
設
で
使
用
で

き
る
ク
ー
ポ
ン
な
ど
を
配
り
、観
光

客
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　
東
京
都
か
ら
初
め
て
阿
蘇
を
訪
れ

た
と
い
う
男
性
は「
阿
蘇
の
雄
大
さ

に
感
動
し
た
」と
、草
千
里
の
景
色
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。登
山
道
路
は

７
時
～
19
時
の
み
開
通
、路
線
バ
ス

も
運
行
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

お待たせ！阿蘇観光に光
阿蘇登山道路が５カ月ぶりに一部開通

わ だ い

[ 広報あそ 10月号 8㌻お詫びと訂正 ]以下について、訂正してお詫びします。
誤：市更生保護女性の会　正：一の宮町更生保護女性会

第 71 回国民体育大会　2016 希望郷いわて国体
　岩永明奈（阿蘇北中出身／熊本県代表）

●成年女子バレーボール

九州・全国大会出場選手紹介

（敬称略）

第１６回全国障害者スポーツ大会「希望郷いわて大会」
　山部和也（阿蘇中・阿蘇清峰高出身／熊本県代表）

●卓球競技（個人）

　
多
年
に
わ
た
り
救
急
医
療
の
向
上

発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
、阿
蘇
医

療
セ
ン
タ
ー
の
湯
本
信
也
副
院
長
に

救
急
医
療
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
が
授
与
さ
れ
、９
月
９
日
、東
京
都

内
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
湯
本
副
院
長
は
、平
成
７
年
４
月

か
ら
阿
蘇
町
立
阿
蘇
中
央
病
院
に
勤

務
し
、院
長
な
ど
を
歴
任
。旧
病
院
時

代
は
医
療
事
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
導
入
や
透
析
病
棟
の
開
設
な
ど
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。平
成
26
年
８
月

に
開
設
し
た
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の

移
転
新
築
に
も
携
わ
り
、地
域
医
療

の
充
実
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

救急医療に功績 厚生労働大臣表彰
阿蘇医療センター 湯本信也副院長

表 彰

　
山
田
東
部
牧
場
の
阿
蘇
場
外
離
着
陸
場
で

10
月
15
日・16
日
、県
内
外
の
航
空
機
な
ど
が

集
結
し
、合
同
飛
行
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
６
団
体
40
名
ほ
ど
で
、セ

ス
ナ
機
や
ジ
ャ
イ
ロ
プ
レ
ー
ン
、マ
イ
ク
ロ

ラ
イ
ト
、グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
16
機
の
ほ
か
、ラ

ジ
コ
ン
機
な
ど
も
参
加
。九
州
内
で
は
訓
練

が
で
き
る
場
所
が
少
な
く
、全
長
８
０
０
㍍

を
有
す
る
滑
走
路
が
あ
る
こ
の
離
着
陸
場

は
、大
変
重
宝
さ
れ
て
お
り
、15
日
、秋
空
が

広
が
る
阿
蘇
の
上
空
に
さ
ま
ざ
ま
な
飛
行
機

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

山
田
東
部
牧
場
の
井
野
優
副
組
合
長
は

「
国
道
57
号
の
復
旧
見
通
し
が
立
て
ば
、観
客

も
呼
べ
る
航
空
シ
ョ
ー
な
ど
も
催
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

秋空に舞う航空機
山田東部牧場場外離着陸場で合同訓練

わ だ い

観光客を出迎える観光団体関係者

ギター演奏を披露するエドワーズ氏（右）

（一社）日本エアレスキュー
促進協議会が所有するスイ
ス製の航災害救援機「ピラ
タス」が降り立ち、概要を
説明する様子。【写真上】

さまざまな航空機が並び、
飛行訓練を行った。

（10.1 ～ 11 ／岩手県） （10.22 ～ 24 ／岩手県）

第 29 回全日本マーチングコンテスト
　青栁美紅（一の宮中出身／玉名女子高校）
　下田泰珠（阿蘇中出身／熊本工業高校）

●マーチング
第 26 回全国産業教育フェア石川大会
　山部麗華（一の宮中出身／阿蘇中央高校）

●介護技術コンテスト（11.20 ／大阪府） （11.6 ／石川県）

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

※現在は草千里駐車場付近で通行規制（10月 21日時点）
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まちの話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください
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震
災
か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、甚
大
な
被
害
が

出
た
阿
蘇
市
で
は
、現
在
も
復
旧
、

復
興
活
動
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。甚
大
な
被
害

で
は
な
く
と
も
、震
災
直
後
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
切
断
や
、そ
れ
が

い
つ
復
旧
す
る
の
か
と
い
う
不

安
、ま
た
、慣
れ
な
い
避
難
所
で
の

集
団
生
活
や
震
災
後
の
大
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
へ
の
警
戒
な
ど
、心

身
と
も
に
皆
さ
ん
に
深
い
傷
跡
を

残
し
た
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。さ
ら
に
は
、こ
れ
ま
で
阿
蘇

の
経
済
を
担
っ
て
き
た
農
業
や
観

光
業
に
も
被
害
を
受
け
て
お
り
、

復
旧
、復
興
は
長
い
時
間
を
要
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、今
私
た
ち
市
民

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
は
何

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
で
も
、イ
ン
フ
ラ
整
備
の

整
っ
て
い
な
い
阿
蘇
へ
少
し
で
も

支
援
に
な
れ
ば
と
全
国
か
ら
わ
ざ

わ
ざ
来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
の
方
た
ち
の
た
め
に
、次
に

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
へ
の
対
策
と
し
て
私
た
ち

が
先
に
経
験
し
た
こ
と
を
伝
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
対
応
に
役
立
て

て
い
た
だ
こ
う
と
、Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園

空
間
博
物
館
は「
語
り
部
事
業
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。語
り
部

と
は
、実
際
に
経
験
し
た
お
話
を

た
く
さ
ん
の
方
へ
伝
え
て
い
く
活

動
を
し
て
い
る
人
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

　

７
月
か
ら
毎
週
末
続
け
て
き
た

こ
の
語
り
部
発
表
で
は
、こ
れ
ま

で
阿
蘇
市
の
10
名
の
方
に
語
り
部

と
し
て
自
身
の
体
験
談
を
話
し

て
い
た
だ
き
、夏
休
み
期
間
中
だ

け
で
も
７
０
０
名
以
上
の
観
光
客

の
方
々
に
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。初
め
は「
う
ち
は
よ
そ
に
比
べ

る
な
ら
そ
ん
な
に
被
害
は
な
か
っ

た
け
ん
…
」と
乗
り
気
で
な
か
っ

た
方
も
、観
光
客
の
前
で
話
す
う

ち
に
震
災
直
後
を
思
い
出
し
、涙

を
流
し
な
が
ら
話
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

に
は「
な
か
な
か
聞
け
な
い
貴
重

な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
い

う
言
葉
や「
一
言
一
言
が
心
に
沁

み
ま
し
た
」、「
今
後
の
自
分
た
ち

の
防
災
対
策
に
役
立
て
ま
す
」な

ど
、こ
う
い
っ
た
場
が
あ
っ
て
良

か
っ
た
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
観
光
客
の

方
か
ら「
た
く
さ
ん
の
方
に
聞
い

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
！
今
後
も

続
け
て
く
だ
さ
い
！
」と
い
う
声

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、被
災
さ
れ
た
方
の
お
話

だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、阿

蘇
火
山
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う

道
の
駅
阿
蘇
の
ス
タ
ッ
フ
が
阿
蘇

の
魅
力
も
説
明
し
て
お
り
、「
こ
れ

ま
で
何
度
も
来
た
阿
蘇
の
自
然
や

歴
史
に
つ
い
て
、初
め
て
聞
く
こ

と
が
多
く
良
か
っ
た
で
す
」と
い

う
よ
う
な
声
も
い
た
だ
き
、好
評

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
語
り
部
事
業
は
口
コ
ミ
で

全
国
へ
広
が
り
、各
地
か
ら
企
業

研
修
や
行
政
研
修
で
語
り
部
の
話

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
問

い
合
わ
せ
も
増
え
、現
在
は
そ
ち

ら
に
も
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。実
は
１
番
の
目
的
は
こ
れ
な

の
で
す
。

阿
蘇
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
―
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、農
業
と

観
光
で
成
り
立
つ
阿
蘇
に
今
必

要
な
こ
と
は
、こ
の
阿
蘇
へ
た
く

さ
ん
の
方
に
実
際
に
来
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。た
く
さ
ん
の
方
に
、

実
際
に
来
て
阿
蘇
で
育
っ
た
美
味

し
い
物
を
食
べ
、阿
蘇
の
大
自
然

に
触
れ
、阿
蘇
を
好
き
に
な
っ
て

帰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
直
接
的

な
支
援
と
な
り
、１
日
も
早
い
阿

蘇
市
の
復
興
へ
と
繋
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

熊
本
県
内
の
他
の
地
域
で
は
、

ま
だ
ま
だ
復
興
と
い
う
言
葉
す
ら

言
え
な
い
よ
う
な
大
変
な
地
域
も

あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、こ
の
阿

蘇
市
か
ら
復
興
へ
向
け
て
前
進
し

て
い
き
ま
せ
ん
か
？
「
よ
そ
に

比
べ
た
ら
私
た
ち
ん
所
は
被
害
が

少
な
い
け
ん
」と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、で
き
る
人
た
ち
か
ら
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。ど
れ
だ
け
大
変
だ
っ
た
の

か
を
聞
い
て
も
ら
う
の
で
は
な

く
、あ
の
時
ど
ん
な
状
態
で
、ど
う

や
っ
て
毎
日
を
過
ご
し
た
の
か
、

そ
れ
を
話
す
だ
け
で
も
経
験
し
て

い
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
貴
重

な
お
話
と
な
る
の
で
す
。

　

阿
蘇
市
を
、ひ
い
て
は
熊
本
県

を
復
興
へ
と
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
、私
た
ち
は
阿
蘇
市
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
度
、道
の
駅
阿
蘇
へ

来
て
語
り
部
の
お
話
を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
お
知
り
合

い
の
方
が
人
前
に
立
ち
、お
話
さ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

全
国
で
未
曾
有
の
災
害
が
発
生

す
る
中
、被
災
で
心
し
た
日
頃
か

ら
の
防
災
対
策
や
深
く
て
強
い
地

域
の
絆
な
ど
、貴
重
な
お
話
を
必

要
と
す
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

被
災
で
の
経
験
談
を
一
人
で
も
多

く
の
方
々
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

こ
と
、ま
た
、地
域
一
丸
と
な
っ
て

復
興
へ
向
か
う
真
の
阿
蘇
市
の
姿

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

自
ら
の
経
験
を
伝
え
る「
語
り
部
」

へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。私
た
ち
と
一
緒
に
復
興
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

ASO 田園空間博物館通信　No.68

ASO復光スタディプログラム
阿蘇市民が「語り部」として活躍しています！

語り部を募集しています。
●日時　土、日　午後２時～（３０分程度）
●場所　道の駅阿蘇休憩室

問 ASO田園空間博物館　☎35-5077

❶�第１回目の語り部発表の
様子

❷�実際に被災された方の家で
の語り部発表。企業 20 社
以上が参加

❸�火山コンシェルジュによるガ
イドの様子
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「
歯
と
口
の
健
康
週
間
事
業
」の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
、高
齢
者
の
良
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
、今
年
度
は
41
名
の
方
が

８
０
２
０
達
成
者
と
し
て
阿
蘇
郡
市
歯
科

医
師
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
高
齢
者

は
、身
体
の
健
康
状
態
も
良
い
方
が
多
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。80
歳

に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯
が
持
て

る
よ
う
に
、食
生
活
の
見
直
し
や
丁
寧
な

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
、歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
11
月
８
日
は「
い
い
歯
」の
日
で
す
。お

口
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
、歯

科
医
院
で
歯
科
健
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

８０２０達成おめでとうございます
良い歯のコンクール 41 名が達成

氏名 年齢 行政区 氏名 年齢 行政区
石田ヒサ子 91 上西河原 中村アイ子 82 東黒川

飛田モモエ 91 楢木野 松 田 博 文 82 下西河原

山本ミヨ子 91 赤水 甲 斐 與 喜 82 下役犬原

久保サヨ子 89 今町 嶋田トシ子 82 坊中

守 田 　 倫 89 折戸 西村ヒサ子 81 分１区

松 永 嘉 昭 89 乙姫 髙宮アサミ 81 下西河原

髙 藤 律 子 88 永草 村 上 道 冶 81 内牧２区

長 濵 典 雄 87 上西黒川 髙﨑フミ子 81 上西黒川

益 田 久 己 86 跡ヶ瀬 宮 﨑 成 子 81 古神３区

森 阿 磋 子 85 道尻 井 芹 昭 次 81 枳

中 村 一 民 85 内牧１区 荒 井 雅 一 80 狩尾３区

畑本マサ子 85 内牧２区 山 口 袈 敏 80 東２区

甲斐今朝時 85 赤仁田 杉 タ カ 子 80 上西黒川

鎌 澤 二 子 84 西小園 山 部 好 子 80 西町

堀 テ ル ミ 84 古城７区 宮 﨑 節 子 80 福原

宮﨑タチ子 84 上西黒川 山内スミ子 80 古神３区

井 　 一 84 笹倉 山 岡 力 男 80 古城６区

井 野 レ イ 84 小倉 佐藤キヌ子 80 成川

嘉悦奈美乃 83 古神１区 平山眞喜子 80 古神２区

村 上 時 子 83 分２区 竹 原 彬 一 80 竹原
※年齢はコンクール時の年齢です。
※希望者のみ掲載。敬称略。

　
阿
蘇
市
交
通
指
導
員
を
退
職
さ
れ

た
方
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
９
月
20

日
、市
役
所
で
行
わ
れ
、こ
と
し
３
月

末
に
退
職
し
た
津
田
蘇
耕
さ
ん（
東

仲
町
）に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
津
田
さ
ん
は
、平
成
８
年
に
旧
一

の
宮
町
交
通
指
導
員
と
し
て
就
任
。

以
来
19
年
間
に
わ
た
っ
て
街
頭
指
導

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お
け
る
交
通
指

導
を
務
め
、平
成
23・24
年
度
は
市
交

通
指
導
員
副
隊
長（
一
の
宮
地
区
隊

長
）と
し
て
市
の
交
通
事
故
防
止
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

退職交通指導員に感謝状贈呈
津田蘇耕さん、19 年にわたり交通指導に尽力

感謝状を受け取った津田さん（写真左）
交通指導員は、毎月３回の街頭指導をはじめ、交通安
全運動期間中の活動やイベント等における交通指導に
ご尽力いただいています。

わ だ い
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狂 犬 病 予 防 注 射

市民課 生活衛生係　☎ 22-3135

狂犬病予防注射と犬の登録を忘れずに！！１２月３日・４日に巡回

CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

　
狂
犬
病
予
防
注
射
の
巡
回
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。狂
犬
病
は
、ほ

ぼ
す
べ
て
の
哺
乳
類
に
感
染
す
る
病
気
で

あ
り
、国
内
で
の
発
症
及
び
蔓
延
を
防
止

す
る
た
め
毎
年
の
注
射
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
ま
だ
注
射
を
受
け
て
い
な
い
生

後
91
日
以
上
の
犬
に
つ
い
て
は
、必
ず
受

け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、犬
が

未
登
録
の
場
合
は
注
射
会
場
で
登
録
で
き

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●�

今
年
度
す
で
に
接
種
し
て
い
る
場
合

は
、今
回
の
注
射
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●�

犬
の
死
亡
、譲
渡
等
に
よ
り
登
録
犬
を

飼
育
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、市
民
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

狂料　金

CITY  INFORMATION

健診日

登録料 ３，０００円

注射代 ２，６００円

注射済票代 ５００円

広
告

【未登録の犬の注射】
登録料＋注射代＋済票代＝6,100円

【登録済の犬の注射】
注射代＋済票代＝3,100円

日時 場所

12月3日
（土）

午前

��9:10 ～ ��9:30 波野支所駐車場
��9:45 ～ 10:00 すずらん公園休憩所駐車場
10:20 ～ 10:40 坂梨公民館駐車場
10:50 ～ 11:20 就業改善センター駐車場

午後

13:00 ～ 13:20 市役所本庁駐車場
13:30 ～ 13:40 ＪＡ阿蘇旧古城支所駐車場
13:50 ～ 14:05 中通公民館駐車場
14:15 ～ 14:35 役犬原ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ駐車場

12月4日
（日）

午前

��9:00 ～ ��9:45 内牧支所駐車場
10:00 ～ 10:10 J Ａ阿蘇旧尾ヶ石支所駐車場
10:20 ～ 10:50 未来館駐車場
11:00 ～ 11:20 乙姫公民館駐車場

午後
13:00 ～ 13:30 阿蘇小学校体育館前駐車場
13:40 ～ 13:55 ＪＡ阿蘇水田農業推進協議会前駐車場（山田）

日　程

●�

最
寄
り
の
巡
回
場
所
以
外
で
も
予
防
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

本
年
度
の
注
射
巡
回
は
今
回
で
最
後
と
な
り

ま
す
。巡
回
日
に
注
射
出
来
な
い
場
合
は
、動

物
病
院
や
獣
医
師
に
直
接
依
頼
し
必
ず
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
診
察
代
等
は
、各
動

物
病
院
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）
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犬の咬みつき事故が
発生しています！

　熊本県では、平成２６年度に犬の咬みつき事故が
８２件（うち阿蘇管内では８件）発生しています。
咬傷の部位や程度によっては、受傷の程度及び被害
金額も膨大な額になります。
万が一、犬に咬まれたり、飼い犬が人を咬んだ場合は
どうすればよいでしょうか？

犬の飼い主さんは…

●�飼い犬が人を咬んでし
まったときは、すぐに保健
所に届出が必要です。
●�すぐに獣医師のもとで飼
い犬の「狂犬病鑑定」を受
けさせてください。

犬に咬まれた人は…

●�犬に咬まれた場合、阿蘇保
健所（☎ 32-0535）に連
絡してください。
●�すぐに病院を受診するこ
とをおすすめします。
●�海外でかまれた場合は、感
染の危険性が高いので狂犬
病のワクチン接種をおすす
めします。

11 月は児童虐待防止月間です

児童虐待とは…？
身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶ
る、やけどを負わせる、溺れされる　など

性 的 虐 待
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポ
ルノグラフィの被写体にする　など

ネグレクト
家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置する、重い病気
になっても病院に連れて行かない　など

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょうだい間での差
別的扱い、子どもの目の前で家族に対して
暴力をふるう（ＤＶ）　など

《虐待かなと思ったら》
虐待を受けている子どもは、自ら「助けて」と言
えません。「虐待かな？」と思ったら、市役所また
は児童相談所へ連絡してください。その際、でき
るだけ詳しい情報をご提供ください。
 【連絡先・相談先】
▶ 熊本県中央児童相談所　
　☎ 189（全国統一ダイヤル）
▶市役所福祉課　☎ 22-3167（直通）



　
（
た
だ
し
、土・日
曜
を
除
く
）

●
申
込・問
い
合
わ
せ

　
一
の
宮
町
土
地
改
良
区
事
務
局

☎
２
２
‐
４
０
８
１

ひ
き
こ
も
り
出
張
相
談
会

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
ご
本

人
や
ご
家
族
へ
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。「
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
生

活
を
変
え
た
い
」「
焦
り
や
不
安
で

い
っ
ぱ
い
」な
ど
の
悩
み
を
、専
門

ス
タ
ッ
フ
が
面
接
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
30
日
水

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

●�

と
こ
ろ　
▽
阿
蘇
市
役
所
▽
阿

蘇
地
域
振
興
局

●�

対
象
者　
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み

の
18
歳
以
上
の
ご
本
人
や
ご
家
族

●
申
込・問
い
合
わ
せ

　

 

熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
１
７
７

※ 

受
付
時
間　

月・
火・
木
曜（
祝

日
を
除
く
）

▽
午
前
９
時
～
午
後
３
時

阿
蘇
市
長
選
挙
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
伴
う
阿
蘇
市
長
選

挙
の
日
程
が
、次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

●
告
示
日　

　
平
成
29
年
２
月
12
日
日

●
選
挙
期
日

　
平
成
29
年
２
月
19
日
日

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
平
成
29
年
１
月
19
日
木

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
２
２
‐
３
２
３
９

こ
と
し
の
年
末
調
整
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に

な
り
ま
す

　
12
月
は
、源
泉
所
得
税
の
年
末

調
整
の
月
で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
導
入
に
伴
い
、給
与
所
得

者
は
勤
務
先（
給
与
支
払
者
）に
提

出
す
る「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控

除
等（
異
動
）申
請
書
」に
、給
与
所

得
者
本
人
、控
除
の
対
象
と
な
る

配
偶
者
や
親
族
な
ど
の
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）を
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、左

記
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
阿
蘇
税
務
署

☎
２
２
‐
０
５
５
１

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
害

対
策
資
金
の
ご
案
内

　
熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
農
林
漁
業
者
の
経
営
維
持
に
必

要
な
資
金
の
金
利
負
担
を
軽
減
す

る
制
度
資
金
で
す
。

●�

運
転
資
金（
経
営
再
建
等
に
必
要

な
資
金
）

① 

農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

資
金

②
地
震
被
害
対
策
緊
急
資
金

●�

施
設
等
資
金（
農
林
漁
業
施
設
機

械
等
の
復
旧
に
必
要
な
資
金
）

③
農
業（
漁
業
）近
代
化
資
金

④
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
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⑤
農
林
漁
業
施
設
資
金

●
資
金
の
概
要

▽ 

融
資
対
象　
熊
本
地
震
の
被
害

を
受
け
た
農
林
漁
業
者

▽
融
資
機
関

①・③　
農
協
、銀
行
な
ど

②・④・⑤　
日
本
政
策
金
融
公
庫

※ 

資
金
に
よ
り
、ご
利
用
い
た
だ

け
る
方
や
貸
付
内
容
等
が
異
な

り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
各
融

資
機
関
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
市
役
所
農
政
課

☎
２
２
‐
３
２
７
４

熊
本
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

●
時
間
額　
７
１
５
円

※
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、熊
本
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室（
☎
０
９
６
‐

３
５
５
‐
３
２
０
２
）ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

12
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す

　
阿
蘇
保
健
所
で
は
、通
常
の
検

査
日
時
に
加
え
、Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ

ズ
）検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

　
自
分
自
身
を
守
る
た
め
、そ
し

て
大
切
な
人
へ
感
染
を
拡
げ
な
い

た
め
に
も
、こ
の
機
会
に
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

●
特
例
検
査
日
時

　
12
月
１
日
木

　
午
後
１
時
～
４
時

●
通
常
の
検
査
日
時

▽
毎
週
水
曜
日　

　
午
後
１
時
～
４
時

▽
毎
月
第
１
木
曜
日

　
午
後
５
時
～
７
時

※ 

検
査
は
無
料
で
す
が
予
約
が
必

要
で
す
。

※ 

匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

結
果
は
採
血
後
、約
１
時
間
で

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ・予
約
先

　
阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

☎
３
２
‐
０
５
３
５

保
育
園
非
常
勤
職
員

（
保
育
士
）募
集

　
市
立
保
育
園（
４
園
）で
は
、平

成
29
年
４
月
か
ら
勤
務
で
き
る
非

常
勤
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
相
当
な
保
育
士

不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、多

く
の
方
の
申
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●�

業
務
内
容　
市
立
保
育
園
で
の

保
育
業
務

●�

勤
務
地　
市
立
保
育
園
４
園
の

う
ち
１
園

●�

勤
務
時
間　
シ
フ
ト
制（
週
29

時
間・
月
１
２
４
時
間
程
度
※

園
の
シ
フ
ト
に
よ
り
異
な
る
）

●
休
日　
原
則
４
週
８
休

●�

処
遇　
▽
年
次
休
暇
▽
特
別
休

暇（
夏
季
休
暇
、子
の
看
護
休
暇

等
）▽
各
種
保
険
▽
通
勤
手
当

有（
片
道
15
㌔
以
上
支
給
）

●�

任
用
期
間　
平
成
30
年
３
月
ま

で（
再
契
約
あ
り
）

●�

応
募
　
履
歴
書
、保
育
士
の
資

募

集

格
証
明
書
の
写
し
を
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
へ
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問
市
役
所
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
２
２
‐
３
１
６
７

一
の
宮
町
土
地
改
良
区

職
員
採
用
試
験

　
平
成
28
年
度
一
の

宮
町
土
地
改
良
区
職

員
採
用
試
験
を
次
の

要
項
で
実
施
し
ま

す
。

●
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

▽
一
般
事
務　
１
人

●
試
験
内
容　
高
等
学
校
卒
業
以
上

●
受
験
資
格

① 

昭
和
61
年
４
月
２
日（
30
歳
）か

ら
平
成
11
年
４
月
１
日（
18
歳
）

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

② 

阿
蘇
市
一
の
宮
町
に
在
住
で
き

る
人

③
Ｏ
Ａ
機
器
を
使
用
可
能
な
人

●
試
験
日
時　
12
月
４
日
日

▽
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

▽
試
験
開
始
時
間　
午
前
９
時
～

●
試
験
会
場

　

 

阿
蘇
農
業
協
同
組
合
一
の
宮
中

央
支
所（
大
会
議
室
）

●
募
集
期
間

　
11
月
７
日
月
～
22
日
火

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

相

談

納めた国民年金保険料は全額
が社会保険料控除の対象です

国民年金保険料は所得税法及び地方税
法上、健康保険や厚生年金などの社会
保険料を納めた場合と同様に社会保険
料控除としてその年の課税所得から控
除され、税額が軽減されます。

● 年内（平成 28 年 1 月～ 12 月）に納
めた保険料は、全額が「社会保険料控
除」の対象です。所得税などを計算す
るときに課税対象の所得から控除さ
れます。

● 平成 28 年 1 月 1 日から 9 月 30 日
までの間に保険料の納付があった方
には、11 月上旬に「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が送付さ
れます。

● 平成 28 年 10 月 1 日から 12 月 31
日までの間に、はじめて保険料の納
付があった方については、翌年 2 月
上旬に社会保険料控除証明書が送付
されます。

税法上とても有利な国民年金は、老後
はもちろん不慮の事故など万一のとき
にも心強い味方となる制度です。保険
料は納め忘れのないようきちんと納め
ましょう。
【問い合わせ】ほけん課国保・年金係

☎２２‐３１４５

秋の全国火災予防運動�１１月９日（水）～１５日（火）
平成28年度�防火標語

消しましょう その火その時 その場所で
　　⑴住宅防火対策の推進
　　⑵放火火災防止対策の推進
　　⑶特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
　　⑷製品火災の発生防止に向けた取組の推進
　　⑸多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底

重
点
目
標

経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー

　
商
工
業
者
を
対
象
と
し
て
経
営

の
視
点
を
変
え
た
新
た
な
取
り
組

み
や
新
商
品
開
発
、小
規
模
持
続

化
補
助
金
や
も
の
づ
く
り
補
助
金

な
ど
の
活
用
に
役
立
て
る
た
め

に
、経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

●�

と
き　
11
月
14
日
月
、16
日
水
、

17
日
木
の
３
日
間

　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分
ま
で

●�

と
こ
ろ　
阿
蘇
市
商
工
会
本
所

（
内
牧
）２
階
会
議
室

●
資
料
代　
１
０
０
０
円(

３
日
間)

●�

内
容
　

▽
経
営
革
新
と
は

▽
も
の
づ
く
り
と
経
営
革
新

▽
経
営
革
新
承
認
企
業
の
事
例
発
表

▽
経
営
革
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
作
成

問
阿
蘇
市
商
工
会

☎
３
２
‐
０
２
０
０



242016.11 広報あそ 25 広報あそ 2016.11

暮 ら し の 情 報

不
思
議
な
世
界
を
体
験
！

錯
覚
美
術
館

　
岡
山
旭
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
震
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
錯
覚
美
術
館
を
開
催
し
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
、体

験
で
き
る
、学
べ
る
、そ
し
て
や
っ

ぱ
り
見
事
に
騙
さ
れ
て
し
ま
う
不

思
議
な
錯
覚
の
世
界
を
体
験
で
き

ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　
11
月
12
日
土・
13
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館
第
２
体

育
館（
内
牧
）

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

☎
２
２
‐
３
２
２
９

阿
蘇
駅・
内
牧
温
泉
か
ら

大
観
峰
を
結
ぶ「
大
観
峰

ラ
イ
ナ
ー
」登
場
！

　
大
観
峰
観
光
に
便
利
な
往
復
バ

ス
が
実
証
実
験
を
兼
ね
運
行
し
て

い
ま
す
。１
日
２
往
復
で
す
。阿
蘇

駅
を
出
発
し
内
牧
温
泉
入
口（
角

萬
前
）か
ら
も
乗
車
で
き
ま
す
。大

観
峰
滞
在
時
間
は
約
50
分
。料
金

は
一
人
１
０
０
０
円（
小
学
生
以

下
は
半
額
）で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
阿
蘇
駅
出
発
時
間

①
９
時
55
分

②
13
時
45
分

●
運
行
期
間

　
平
成
29
年
１
月
31
日
ま
で

問
市
役
所
観
光
課

☎
２
２
‐
３
１
７
４

毎
月
26
日
は
風
呂
の
日

「
お
風
呂
の
無
料
開
放
デ
ー
」

　
阿
蘇
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合

で
は
、市
民
の
皆
さ
ま
、観
光
客
の

皆
様
へ
の
日
頃
の
感
謝
を
込
め

て
、毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

左
記
施
設
で
11
月
以
降
、毎
月
26

日
の
入
浴
場
を
無
料
開
放
を
し
ま
す
。

●�

利
用
施
設　
▽
阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
▽
泰
山
荘
▽
大
観
荘
▽
ホ

テ
ル
角
萬
▽
蘇
山
郷
▽
湯
巡
追

荘
▽
阿
蘇
ホ
テ
ル
一
番
館
和
田

屋
▽
親
和
苑
▽
旅
館
金
時
▽
文

豪
の
宿
山
王
閣
▽
湯
の
宿
入
船

▽
旅
の
宿
阿
蘇
乃
湯
▽
阿
蘇
の

司
ビ
ラ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
▽
阿
蘇
リ
ゾ
ー
ト
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

●
利
用
時
間　

　
午
後
２
時
～
４
時

※ 

予
約
の
状
況
に
よ
り
ご
利
用
に

な
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
阿
蘇
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合

☎
３
２
‐
３
３
３
０

阿
蘇
の
未
知
を
考
え
る

女
性
の
会

10
周
年
記
念
講
演
会

　
「
阿
蘇
の
未
知
を
考
え
る
女
性

の
会
」は
、平
成
18
年
２
月
に『
中

九
州
横
断
道
路
』早
期
実
現
に
向

け
て
阿
蘇
市
女
性
５
団
体
と
阿
蘇

プ
ラ
ス
１
、阿
蘇
市
法
人
会
女
性

部
に
よ
る
メ
ン
バ
ー
で
発
足
。阿

蘇
の
道
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

つ
な
ぐ
た
め
、国・
県・
市
な
ど
へ

女
性
の
目
線
か
ら
日
々
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、発
足
10
周
年
を
迎
え
阿

蘇
の
未
来
に
つ
い
て
、衆
議
院
議

員
坂
本
哲
志
氏
を
招
き
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。男
女
問
わ
ず
多
く

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
と
き　
11
月
26
日
土

　
午
後
１
時
～

●�

と
こ
ろ　
国
立
阿
蘇
青
少
年
交

流
の
家
２
階

●
入
場
料　
無
料

●
講
師　
衆
議
院
議
員 
坂
本
哲
志
氏

●
演
題　
熱
く
語
る「
阿
蘇
の
未
来
」

問 

阿
蘇
の
未
知
を
考
え
る
女
性
の

会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
８
３
９
１
‐
９
１
９
２

子
ど
も
た
ち
集
ま
れ
！

つ
く
る
！
遊
べ
る
！
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室
！

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
つ
う
じ
て

自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
体
験
教
室
で
は
、タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、自

分
が
書
い
た
絵
を
動
か
し
た
り
、

簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
作
る
な
ど
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
ま

す
。

●
と
き　
12
月
17
日
土

▽ 

幼
児
及
び
小
学
１・
２
年
生
ク

ラ
ス（
午
前
10
時
～
10
時
45
分
）

▽ 

小
学
生
３
～
６
年
生
ク
ラ
ス

（
午
前
11
時
～
11
時
45
分
）

●�

と
こ
ろ　
草
原
保
全
活
動
セ
ン

タ
ー
草
原
学
習
館（
小
里
）

●�

参
加
対
象
者　
▽
幼
児
～
小
学

生
▽
親
子
で
参
加
で
き
る
人

●�

募
集
人
数　
各
ク
ラ
ス
親
子
10
組

●
募
集
締
切　
11
月
30
日
水

●�

応
募
方
法　
電
話
に
て
左
記
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
阿
蘇
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
‐
６
０
０
９

催

し

人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

福
祉
を
学
ん
で
知
っ
た
こ
と

波
野
中
学
校
３
年　

市
原
詩
音

　
『
障
が
い
を
持
つ
』、私
は
障
が
い
が

あ
る
人
を
今
ま
で『
か
わ
い
そ
う
』だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。毎
日
の
生
活
が
と

て
も
大
変
で
、生
き
る
こ
と
が
つ
ら
い

の
で
は
な
い
か
、と
勝
手
に
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
。し
か
し
、福
祉
の
こ
と
を

学
ん
で
い
く
に
つ
れ
て
、考
え
方
が
ど

ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
学
年
で
は
、総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。今
ま
で
の
学
習
で
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
話
を
聞
い
た
り
、認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
を
受
け
た
り
し
ま

し
た
。ま
た
、実
際
に
生
徒
た
ち
が
体
験

す
る
疑
似
体
験
学
習
も
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
私
た
ち
は
、福
祉
施
設
で
二

日
間
の
福
祉
体
験
を
行
う
な
ど
、学
び

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。学
習
の
中
で
、気

づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。障
が
い
を

持
つ
方
は
決
し
て『
か
わ
い
そ
う
』で
は

な
い
、と
い
う
こ
と
で
す
。授
業
の
中

で
、障
が
い
者
の
方
や
高
齢
者
の
方
の

趣
味
や
特
技
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。半
身
麻
痺
で
、し
か
も
視
覚
障

が
い
の
あ
る
方
が
、と
て
も
細
や
か
で

き
れ
い
な
鍋
敷
き
を
作
っ
て
い
た
り
、

マ
ラ
ソ
ン
を
全
力
で
走
っ
て
い
た
り
し

て
い
ま
し
た
。こ
の
話
を
聞
い
て
私
は

驚
き
ま
し
た
。前
向
き
に
生
き
て
い
る

方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

す
。そ
う
い
う
方
に『
か
わ
い
そ
う
』だ

な
ん
て
、失
礼
だ
な
と
気
づ
き
ま
し
た
。

人 権 作 文 平成27年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成27年度時点。

　

ま
た
、
授
業
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。車
椅
子
を
使
用
さ

れ
て
い
る
方
の「
周
り
の
人
が
思
っ
て

い
る
ほ
ど
に
は
自
分
は
大
変
と
思
っ
て

い
な
い
。」「
特
別
扱
い
は
し
な
く
て
い

い
。だ
け
ど
困
っ
て
い
た
ら
助
け
て
ほ

し
い
。」と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。実
際
に
話
を
聞
い
て
、周
り
の
人

が『
か
わ
い
そ
う
』と
か『
大
変
そ
う
』と

決
め
つ
け
る
こ
と
で
壁
が
で
き
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。特
別

扱
い
す
る
こ
と
が『
自
分
は
ほ
か
の
人

と
違
う
』と
い
う
考
え
に
な
り
、知
ら
ぬ

間
に
相
手
を
傷
つ
け
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。自
分
と
は
違
う
か
ら『
か
わ

い
そ
う
』と
思
う
の
は
、差
別
の
一
つ
で

し
た
。

　
「
疑
似
体
験
学
習
」で
は
、大
切
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。そ
れ
は
、車
い
す
の

体
験
で
す
。平
ら
な
道
な
ら
一
人
で
も

進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、バ

ス
に
乗
る
と
き
が
問
題
で
し
た
。一
人

で
乗
る
こ
と
が
で
き
ず
、抱
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。こ
の
と
き
、と
て
も
不
安
で

『
迷
惑
じ
ゃ
な
い
か
な
』と
心
配
で
と

て
も
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。も
ち
ろ
ん
、こ
の
よ
う
に
感
じ
な
い

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、申
し
訳

な
い
と
感
じ
る
人
が
い
る
な
ら
、ど
う

対
応
す
る
か
考
え
る
べ
き
で
す
。そ
こ

で
、ふ
と
思
い
出
し
た
の
は
、何
度
も
講

師
の
先
生
が
言
わ
れ
た『
優
し
い
声
掛

け
』で
し
た
。優
し
く
、『
大
丈
夫
で
す

か
』『
○
○
が
あ
る
か
ら
気
を
付
け
て
く

　
詩
音
さ
ん
を
含
む
三
年
生
は
、
今

年
学
習
し
た
福
祉
体
験
か
ら
自
分
の

中
に
あ
る
『
も
の
さ
し
』
を
見
つ
め

直
し
て
き
ま
し
た
。『
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
』
と
い
う
こ
と
は
不
幸
で

あ
る
と
い
う
思
い
込
み
が
、
学
習
を

進
め
る
に
つ
れ
て
変
容
し
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協

議
会
の
方
た
ち
か
ら
は
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
『
と
ら
え
な
お

し
』
は
生
活
の
中
に
あ
る
様
々
な
見

方・考
え
方
に
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。

詩
音
さ
ん
の
よ
う
に
自
分
の
と
ら
え

方
を
見
直
し
、
共
生
し
て
い
く
姿
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
差
別
を
な
く

す
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

だ
さ
い
』と
声
を
か
け
て
も
ら
う
だ
け

で
、サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
側
も
不
安

な
気
持
ち
が
和
ら
い
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
側
と
す

る
側
の
両
方
を
体
験
し
ま
し
た
。こ
こ

で
気
づ
い
た
の
は
、サ
ポ
ー
ト
す
る
時

は
、『
手
伝
い
た
い
』と
い
う
気
持
ち
が

強
く
、『
迷
惑
だ
』『
め
ん
ど
く
さ
い
』な

ど
と
い
う
気
持
ち
は
全
く
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。し
か
し
、自
分
が
体
験
し
た

通
り
、助
け
を
求
め
る
時
に
は
相
手
の

こ
と
を
気
遣
っ
て
し
ま
っ
て
、声
を
か

け
に
く
い
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
、学
習
し
た
こ
と
を
生
か

し
て
、サ
ポ
ー
ト
す
る
側
が『
大
丈
夫
で

す
か
。手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
』と
言
え
る

勇
気
を
持
ち
た
い
で
す
。

　

私
は
福
祉
を
学
ん
で
三
つ
の
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。一
つ
目
は
、『
障
が
い
が

あ
る
の
は
か
わ
い
そ
う
』と
い
う
決
め

つ
け
が
差
別
心
だ
と
い
う
こ
と
。二
つ

目
は
、サ
ポ
ー
ト
す
る
と
き
に
は
、優
し

い
声
掛
け
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
。三

つ
め
は
、だ
れ
で
も
一
声
掛
け
る
勇
気

を
持
て
ば
、助
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。福
祉
に
つ
い
て
学
ば

な
か
っ
た
ら
、間
違
っ
た
認
識
で
社
会

に
出
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。今
回

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
は
、福
祉
以
外
に

も
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。決
め
つ
け
が

い
じ
め
や
差
別
を
生
む
と
い
う
こ
と
で

す
。も
し
誰
か
が
い
じ
め
ら
れ
た
り
差

別
を
受
け
た
り
し
た
ら
、見
て
見
ぬ
ふ

り
を
す
る
の
で
は
な
く
、優
し
く
声
を

か
け
る
。そ
し
て
、行
動
に
移
す
勇
気
を

持
て
ば
、い
じ
め
や
差
別
は
な
く
な
っ

て
い
く
と
思
う
の
で
す
。私
は
、こ
の
よ

う
な
こ
と
を
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き

る
人
間
で
あ
り
た
い
で
す
。そ
し
て
、行

動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
仲
間
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
蘇
の
畜
産
農
家
の
若
者

た
ち
と
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

交
流
会

　
独
身
女
性

の
皆
さ
ん
！

阿
蘇
の
大
地

で
牛
を
一
生

懸
命
育
て
て

い
る
独
身
の

若
い
男
性
と

一
緒
に
、和

牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
せ
ん

か
？
新
し
い
出
会
い
の
き
っ
か
け

と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
個
人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
、多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●�

と
き　
11
月
20
日
日　
正
午
～

（
午
前
11
時
30
分
受
付
）

●�

と
こ
ろ　

熊
本
県
畜
産
農
業

協
同
組
合
阿
蘇
支
所（
宮
地

５
６
３
４
‐
２
）

●�

参
加
資
格　
独
身
女
性（
20
歳

～
35
歳
）

●�

定
員　
30
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

●�

参
加
費　
１
０
０
０
円　
※
左

記
ま
で
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●�

申
込・
問
い
合
わ
せ　
熊
本
県

畜
産
農
業
協
同
組
合
阿
蘇
支
所

問
２
２
‐
０
０
３
４



塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）

どんなメリットがあるの？
　�利用施設の間で、参加者（患者さん）の受診時の状況
や治療歴、検査データ、画像データなどを共有できる
ようになり、治療の経過や効果などをわかりやすく
説明を受けることができようになります。
　�震災により、熊本市などへの通院が困難になった方
なども、かかりつけの病院などが本ネットワークの
利用施設であれば当院で情報が共有できます。

くまもとメディカルネットワーク参加の流れ
　●参加申込　�当院に「くまもとメディカルネットワーク参加同意書」があります

ので、必要事項をご記入ください。
　●登　　録　�くまもとメディカルネットワークサポートセンター（熊本県医師

会）が情報を登録します。
　●情報の共有　�くまもとメディカルネットワークに参加している病院等で、患者さ

んの診療・調剤などに必要な情報が共有されます。
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Aso Medical Center

地域医療！ 蘇 医 療 セ阿 通
ン タ ー

信阿蘇医療センター
〶 869-2225　阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273 #13

　

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
熊
本
県

地
域
医
療
等
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）と
は
、公
益
社
団

法
人
熊
本
県
医
師
会
が
事

業
主
体
で
行
っ
て
い
る
利

用
施
設「
病
院
・
診
療
所
・

歯
科
診
療
所
・
薬
局
・
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・

介
護
施
設
等
」を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
び
、参
加
者

（
患
者
さ
ん
）の
診
療
・
調

2016・第 70 回 読書週間
期間：10 月 27 日～ 11 月 9 日

阿蘇・一の宮地区（11 月 4 日金・12 月 2 日金）

竹原公民館　　　　  9:40 ～ 10:00
　　▼
坊中公民館　　　　10:10 ～ 10:30
　　▼
佐伯商会前　　　　10:35 ～ 10:50
　　▼
赤水駅前　　　　　11:15 ～ 11:35
　　▼
宮本酒店前　　　　11:40 ～ 12:00
　　▼
西役犬原公民館　　13:40 ～ 14:00
　　▼
坂梨公民館　　　　14:20 ～ 14:40
　　▼
古城公民館　　　　15:00 ～ 15:20

波野保健福祉センター　11:40 ～ 12:00

Aso Library News図書館へ行こう！
問阿蘇図書館�☎ 32-0067 ／一の宮図書館�☎ 22-2916 http://www.aso-lib.jp/

新 刊 案 内

時代小説の第一人者が、「落
語の人情世界」をノベライズ。
夫婦の愛情を温かく描く「芝
浜」、船場の商家を舞台にし
た「百年目」など、全５編を
収録。

『芝浜　落語小説集』

山本一力／著
（小学館）

library informationお 知 ら せ just published

bookmobile移動図書館

波野地区（11 月 8 日火・12 月 6 日火）

※�天候や道路状況により巡回を中止することもあり
ますのでご了承ください。
※�移動図書館に関するお問い合わせは、阿蘇図書館
（☎３２‐００６７）にお願いします。

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

当
院
は「
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
利
用
施
設
で
す

日葡辞書を作る男のもとで働
いた「おせん」、美しい姫と
して天草の民に愛された「お
京」、天草五人衆の中心人物
「麟泉」…。運命に翻弄され
る彼らは何を「地上の星」と
して見定めるのか。戦国末期
の日本を鮮烈に描く歴史長編。

『地上の星』

村木 嵐／著
（文藝春秋）

　「読書週間」は、終戦の２年後の１９４７（昭和
２２）年に第 1 回が開かれて以来、日本中に広がり、
日本は世界のなかでも特に「本を読む国民」の国と
なりました。
　ことしの「読書週間」が、みなさん一人ひとりに読
書のすばらしさを知ってもらうきっかけとなるこ
とを願っています。

広
告

フランスをはじめとした欧州
の秋冬の風物詩、ジビエ（野
鳥獣）料理。飲食店でよく使
われる野鳥獣を中心に、それ
ぞれの肉の特徴や扱い方のコ
ツ、料理を写真とともに紹介。
狩猟及び捕獲の現場も取材する。

『ジビエ・バイブル』

川崎誠也ほか／著
（ナツメ社）

獣医師が戦地に向かう途中で
出会った子グマのウィニーは、
軍隊のマスコットとなり、や
がてイギリスに渡り、クリス
トファー・ロビンという少年
と出会い…。世界中で愛され
ているクマのプーさんの真実
の物語。

『プーさんとであった日』

リンジー・マ
ティック／ぶん

（評論社）

剤
・
介
護
に
必
要
な
情
報

を
共
有
し
、医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
活
か
す
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

参
加
者（
患
者
さ
ん
）の

受
診
時
の
状
況
や
治
療

歴
、検
査
デ
ー
タ
、画
像

デ
ー
タ
な
ど
を
利
用
施
設

で
共
有
で
き
る
よ
う
に
な

り
、よ
り
質
の
高
い
医
療

や
介
護
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
施
設
間
で
情
報
共
有

広
告

おはなしアップルのおはなし会
おはなしボランティアアップルのおはなし会を開
催！皆さん、ぜひご参加ください。
●と　き　11 月 26 日土 午後２時から
●ところ　阿蘇図書館おはなしコーナー

（問）阿蘇医療センター 地域医療連携室　☎ 34-0463



小山 峻輔　・　古閑 千秋　　　　(東 2 区)
鈴木 雄彦　・　村田 詩織　　　　(内牧4区)
橋爪 伸典　・　山田 真理　　　　(折 戸)
坂梨 晃平　・　内藤 沙耶　　　　(狩尾1区)
迫 智一　　・　岩下 ゆり　　　　(遊 雀)

　　氏名　　　　　　　　　  行政区

結　婚

米　寿

内牧 せい

家入 惠子

西村 松助

春山 菅夫

園田 福美

北里 節子

山本 テルミ

小野 ヒサ子

(北2区)

(東2区)

(古城1区)

(西湯浦)

(西湯浦)

(下の原)

( 新 村 )

(小野田町)

佐藤 秀一

藏原 光

市原 富喜子

宮本 不二

山口 キワ子

田代 ケサヨ

古吉 秀敏

川口 カズ子

( 竹 原 )

( 蔵 原 )

(東黒川)

( 坊 中 )

(元黒川)

(北黒川)

(黒川千丁)

( 的 石 )

氏名（行政区） 氏名（行政区）

寄　付

【阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）】
寄付者

岩下 ツミ子
宮崎 千恵美
杉本 ワカミ
川村 順子
宮﨑 元希
岩永 常信
家入 和代
甲斐 京子
西岡 光俊
岩村 ミチ子
江入 サチ子
杉島 スイ子

（行政区）
(北2区)
( 桜 町 )
(内牧1区)
(内牧1区)
( 小 里 )
(黒流町)
( 西 町 )
( 竹 原 )
(黒川千丁)
( 車 帰 )
(跡ケ瀬)
(跡ケ瀬)

物故者
力男
德富
六祝
博之
堀　武弘
キミ子
哲昭
忠則
哲夫
鐡雄
孝達
國義

続柄
亡夫
亡義父
亡夫
亡夫
亡父
亡母
亡夫
亡夫
亡父
亡夫
亡夫
亡夫

赤ちゃん

（昭和 3 年 10 月生まれ）

（9 月 30 日受付分まで）

（9 月 30 日受付分まで）

（9 月 30 日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ　 (行政区)
家入 哲

てっぺい

平くん

岩下 明
み ね

和ちゃん

江藤 涼
り ほ

保ちゃん

古木 瑛
え い た

太くん

笹木 すみれちゃん

古木 嶺
れ い じ

成くん

洞田貫 結
ゆ な

奈ちゃん

佐藤 璃
り お

穂ちゃん

藏原 柚
ゆ ず は

羽ちゃん

河上 翔
しょうき

毅くん

菅 愛
あ い り

里ちゃん

野尻 あかりちゃん

鷲岡 悠
ゆ り こ

莉子ちゃん

8月19日

8月24日

8月28日

8月29日

8月31日

9 月 2 日

9 月 3 日

9 月 5 日

9 月 5 日

9月14日

9月20日

9月23日

9月25日

( 西 町 )

(分1区)

( 成 川 )

(元黒川)

( 蔵 原 )

( 古 閑 )

( 成 川 )

( 西 町 )

(上西黒川)

( 的 石 )

( 小 里 )

(北2区)

( 坊 中 )

健太郎

雄 大

幸 長

龍 祐

貴 史

誠 也

湧

貴 司

修

翼

泰 希

泰 世

嶺 照

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

綾

麻 理

絵梨香

美 納

絵 美

恵 音

琴 乃

福 美

美和子

雪 乃

礼 子

美友貴

あかね
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（2016 年 9 月 30 日時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 27,315 人 12,937 人 14,378 人 11,398 世
帯

前月比 14 人 減 14 人 減 増減なし 増減なし

出生 死亡 転入 転出

14 人 31 人 63 人 68 人

人の動き

※�本ページ内の氏名は敬称を省略させていただいています。また、各情報は希望者のみ掲載しています。

相　談

●１１月　１日㊋　７～８カ月児健診
●１１月　８日㊋　４カ月児健診
●１１月　８日㊋　もうすぐ 1 歳健診
●１１月１５日㊋　３歳児健診
●１１月２２日㊋　１歳６カ月児健診

●１１月　３日㊍　小野主生医院　　☎ 32-0039
●１１月　６日㊐　阿蘇温泉病院　　☎ 32-0881
●１１月１３日㊐　市原胃腸科外科　☎ 34-1211
●１１月２０日㊐　一の宮整形外科　☎ 22-3911
●１１月２３日㊌　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●１１月２７日㊐　脇胃腸科　　　　☎ 32-2500

在宅医

健　診

心配ごと相談
● 11 月 10 日㊍・24 日㊍　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122
法律相談（民事・家事・刑事等に関すること）
●11月10日㊍　9:30～12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122
年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 11 月 7 日㊊・21 日㊊　一の宮保健センター
● 11 月 14 日㊊・28 日㊊　農村環境改善センター
※時間はいずれも 10:00 ～ 15:00　
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503
消費生活相談
● 11 月 2 日㊌・16 日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市生活相談センター　☎ 22-3364
認知症カフェ（相談や悩みを語り合える憩いの場）
● 11 月 9 日㊌ 10:00 ～ 13:00　阿蘇保健福祉センター
●11月10日㊍ 10:00～13:00　一の宮高齢者センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122
障がい者相談（就業・生活）
● 11 月 15 日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎ 22-3167
あそ若者就労相談会
● 11 月 14 日㊊・28 日㊊　10:00 ～ 16:00　ハローワーク阿蘇
　問たまな若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ ☎ 0968-74-0007

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●１１月　２日㊌　波野保育園人形劇に参加しよう
●１１月　９日㊌　郷土料理を作ろう（地産地消）
●１１月１６日㊌　発表会の準備をしよう、誕生会・計測日
●１１月２５日㊎　波野保育園の発表会に参加しよう
●１１月３０日㊌　親子ビクス（阿蘇市子育て支援センター）

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●１１月　４日㊎　わいわい子育て相談会
●１１月　８日㊋　親子ふれあい遊び
●１１月１０日㊍　離乳食作り
●１１月１５日㊋　おもちゃ作り
●１１月１７日㊍　りんどう保育園体験保育
●１１月２２日㊋　消防士さんに聞こう
●１１月２４日㊍　ハンドメイドの日
●１１月２９日㊋　誕生会・計測日
●１２月　１日㊍　切り紙遊びをしよう
●１２月　６日㊋　お茶ごっこ

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●１１月　２日㊌　計測日・作って遊ぼう・英語で遊ぼう
●１１月　９日㊌　不用品交換会・お店屋さんごっこ
●１１月１６日㊌　誕生会・お話会・体験試食会
●１１月１７日㊍　もみじ狩り交流（乙姫の家に行こう !）
●１１月２２日㊋　なんでも相談日
●１１月２８日㊊　食について聞いてみよう !
●１１月３０日㊌　親子ビクス
●１２月　５日㊊　クリスマスリース作り・お話会

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

催 し

要予約

要予約

要予約

※診療時間 : 午前 9時～午後 5時
※受診の際は必ず保険証をご持参ください。

● １１月　３日㊍　文化協会復興祭（阿蘇体育館）
● １１月１２日㊏　こども芸術祭（〃）
● １１月２０日㊐　阿蘇市民スポーツ大会（〃）

く ら し カ レ ン ダ ー お 慶 び 寄 付＆

要予約

献 血

●１１月１日㊋　熊本シール工業㈱第一工場
　　　　　　　　　　　　　　　　　13:30 ～ 16:00
●１１月２日㊌　阿蘇医療センター　13:30 ～ 16:00
●１１月８日㊋　ＪＡ阿蘇本所　9:45 ～ 11:45
●１１月９日㊌　阿蘇地域振興局　9:45 ～ 11:45
　　　　　　　　阿蘇温泉病院　13:30 ～ 16:00

要予約

要予約

（9/1 ～ 9/30）

要予約

要予約

11 月 1 日㈫～ 12 月 31 日㈯

スタンプ（QRコード）が設置してある店
舗でQRコードを読み取り、デジタルス
タンプを集めてください。獲得ポイント
ごとに豪華景品が当たるチャンス！

市商工会青年部　☎22-0789

【人権フェスティバル】
と　き　１２月１日㊍　午前９時～正午
ところ　阿蘇体育館
内　容　�記念講演、人権劇、特設人権相談所開設、展

示・販売あり
問い合わせ　市役所人権啓発課☎ 22-3206



材　料（４人分）　
●ブロッコリー 1 房　●人参 20㌘　
●ゆで汁 カップ 3～ 4　●オリーブ油 大さじ 2
●塩 適量　●乾燥麩 適量

阿蘇とり宮　勤務

食生活改善推進員協議会
地

産 地 消

C ooking!

趣味　旅行・スノボ・ツーリング

特技　場を盛り上げる　

好きな人のタイプ　靴のかかとを踏まない女性

阿蘇の好きなところ　�自然が豊かで人が元気で明るい
ところ

仕事の内容　�営業、接客、加工、製造

仕事で日頃から心がけていること　�メリハリを大事に常に笑顔
でいること

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！

フレッシュマン
さわやか

フレッシュマン

堂
どうみつ
満�直

なお き
聖さん（26 歳）　住所 : 赤水

一言コメント　�阿蘇とり宮といえば、馬肉を使った『馬ロッケ』が有名ですが、あか牛の串焼きや高菜餃
子など、阿蘇の特産物を使った商品も取り揃えています。テイクアウトもできますし、
店内でお召し上がりいただくこともできますので、ぜひお立ち寄りください。

作 り 方　
❶�ブロッコリーは小房に分け、沸騰した湯に塩を入れて茹
でる。茹であがったらざるにとってフードプロッセサー
に粗めにかける。

❷�ブロッコリーを茹でた汁を少しずつ入れ、お好みの濃さ
にする。オリーブ油を半量くらい入れて混ぜ、塩で味を調
える。

❸�器にスープを入れて軽く炒った乾燥麩、残りのオリーブ
油をかけて、千切りしたニンジン（ゆでる）を散らす。

お野菜を簡単にたくさんとれます。豆乳スー
プにしてもいいですし、赤ちゃんの離乳食に
も応用できますね。

ブ ロ ッ コ リ ー の ス ー プ
WebTV アソ
動 画

阿蘇市で働く元気なフレッシュマンを募集しています！自薦他薦は問いません。
[ 対象 ] ①阿蘇市民 ②阿蘇市内で働く人 ③仕事を始めて５年以内 ④おおむね 30 歳未満の男女
[ 問い合わせ ] 総務課秘書広報係 ☎ 22-3111　（メール）pr@city.aso.lg.jp

WebTV アソ
動 画

器提供：桜こころ窯 故郷で働く
Work at hometown

阿 蘇 市 商 工 会 青 年 部 リ レ ー イ ン タ ビ ュ ー

木村 拓郎
木村とうふ店

Profile

1990 年生まれ、26歳。坂梨。旧県立阿蘇清峰
高校を卒業後、家業である木村とうふ店を継
ぐ。創業約８０年で４代目となる。趣味はマラ
ソン。
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仕
事
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木
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さ
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や
は
り『
楽
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し
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で
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仕
事
は
楽
し
む
こ
と
が
一
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―

Work at homeTown

パックに豆腐を詰め、パッケー
ジを貼る作業の様子。店頭での
接客なども行う。

ふ
る

さ

と

～青年部イメージアップ大作戦！～　地域の皆様から『　　いいね！』と言われる青年部を目指して！
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23　中岳噴火とジオパーク
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阿蘇市ホームページ 
　http://www.city.aso.kumamoto.jp/
阿蘇市Facebookページ
　http://www.facebook.com/asocity

中岳、１０月８日の噴火の正体は？

阿蘇地域は平成 26 年９月２３日（日本時間）、世界ジオパークネットワークに加盟認定されました。
本ページでは、阿蘇ユネスコジオパークの見どころ「ジオサイト」を毎月紹介していきます。

探 訪

　中岳が 10 月 8 日午前 1時 46 分、規模の大き
な噴火を起こしました。穏やかになりつつあっ
たとは言え、火山ガスの噴出が多い状況が続い
ており、地下にはまだマグマの残り物やマグマ
の熱が残っていたのでしょう。そのときの噴煙
は 11,000㍍まで上がりました。この噴火に伴っ
て、ベチョベチョに濡れた火山灰と大量の火山
礫が阿蘇市方面に降り注ぎました。
　それでは、今回の噴火による噴出量はどの程
度だったのでしょうか。熊本大学などの調査で
は、総噴出量の推計は 51 万トン（暫定値）との
こと。これを過去の中岳の噴火や他の火山の噴
火と比べてみましょう。
　2015 年 9月 14 日に起こった中岳の小規模な
噴火では、およそ 4万トン（熊本大学調べ）と言われ
ています。それに比べると 10 倍以上になりま
す。また、1979 年 9 月 6 日の噴火による約 30
万トン（京都大学調べ）よりも多いようです。一方、
2014 年 9 月の御嶽山の噴火では 60 ～ 110 万トン（東京大学調べ）で、これらと比べると、今回の爆発が
他の爆発と比べて特別規模が大きかったというわけでもなさそうです。
　これら、一発型のマグマ水蒸気噴火などでは、おおよそこの程度の噴出量のようです。
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）


